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Micro type IIIバーストの放射特性と太陽面現象

Radiation characteristics of micro type III bursts and solar disc phenomena
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Akebono衛星および Geotail衛星による波動観測では，しばしば LF帯域（周波数 100kHz－５MH ｚ）において，通
常の type III burstに比べて，きわめて微弱な強度の type III
バーストが観測される．この太陽電波は，REA-1衛星が観測を始めた 1970年代に type III stormと名付けられている

現象である．本稿では，並の type IIIバーストに比してきわめて微弱な強度（１０－６）であることと，近年注目されて
いるmicro flareとの対比から，micro type IIIと呼ぶことにする．
このmicro type IIIの放射の特性は，以下のようにまとめられる．
（１）micro-typeIIIの同定　　　
　　　 intensity：3Bクラス flareに伴う type-III burstの 10-6
　 duration：1min @LF(0.1-1 MHz) [電子ビーム長にして～2-8 Rsun]
　 cut-off frequency 100 -200 kHz [電子ビームの到達は 20-30 Rsunまで]
（２）occurrence characteristics
　　　　出現頻度：40-60 / hour～400 / hour　　
　連続出現：3-7 days
（３）太陽面現象との関連
　　　　特定の sun-spot groupに随伴
　　　　 cusp type magnetic loop現象と関連
低エネルギー電子放出を伴う
太陽活動周期（１１年）に概ね同期
今後，micro flareとの対応を検討する事により，微細な太陽面現象・太陽大気加熱過程のモニターとしての役割が期待

される．


